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1.はじめに 

 那珂川中流域は、ところどころにつよい湾曲部が見

られ、出水時には湾曲部だけでなく、それに続く直線

部でも、護岸被害を繰り返してきた。このような個所

では、単に原状復帰による災害復旧にとどまらず、根

本的な流況の改善や環境整備が重要な課題となる。 

このような場合、河川の平面 2次元流れの数値シミ

ュレーションは、非常に強力なツールである。これま

では、自分で計算プログラムを作成するか、高価な商

用ソフトウェアを利用するしかなかったが、現在は、

フリーな解析ツールが出現し、本格的な解析が容易に

行えるようになってきた。しかし、那珂川のケースの

ように強い湾曲がある場合に適用された事例はあまり

報告されていない。 

 そこで本研究では、フリーな解析ツールの一

つである i-Ricを用いて現況河道における数値

シミュレーションを実施し、その有用性につい

て検討するものである。 

2.対象区間の概要 

那珂川は栃木県北西部の那須岳を水源とし、

茨城県大洗町より太平洋に注ぐ幹川流路延

150km、流域面積 3,270ｋｍ2の一級河川である。 

河口から 68～72kmの 4kmの区間は大きな

蛇行河道にはさまれた直線部分であり、過去に

繰り返し護岸の被害を受けている。 

本研究ではこの区間を含む 60～80kmの

20kmの区間を対象に、68～72km区間での改

変の影響を数値計算により検討する。 

 右の図は、1969 年、2004 年の蛇行河道には

さまれた直線部分の空中写真である。これらを

比較すると、図 2では、砂州が点在し複雑な河

床路形態であったが、図 3 では 1 本の流路形態となっている。これは中、小規模の出水で

は、内側の高水敷に流れが乗らなくなったためで、これにより外側に流れが集中すること

が、出水時の護岸破壊の原因のひとつになっている。 
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図 1. 那珂川流域図 
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図 2. 空中写真の取り込み 

3.計算手法 

（財）北海道河川防災研究センターとUSGS

（アメリカ地質調査所）が共同して開発した

iRIC という河道シュミレーションソフトを

用いる。 

手順としては測量データから計算格子を

作成、各種観測データから計算条件を決定す

る。付属する二次元河床変動解析プログラム

を用いて計算を行い、結果ファイルを可視化

し流況を再現する。 測量データについては、

レーザープロファイラ（以後 LP）による地

形データから取り出している。 

流量、水位データに関しては S61,H9, 

H14,H17,の 4 年分 6 測定点(河口から 90.4、

82.0、57.1，38.3，19.7，12.4km 地点)から

の観測データを使用する。 

粗度係数は河床材料調査報告書の観測デ

ータより河床材料の平均粒径を求め、マニン

グ・ストリクラーの式より粗度係数を算出す

る。 

4.数値計算結果 

64.5～74.5km 区間で出水時について定常

流による数値実験を行った。計算条件は各年の流量データを参考にし、観測点 74.5km地点

での大規模出水時流量を 2500㎥/ｓと設定した。粗度係数は河床材料粒径の平均値 26.7mm

を用いて 0.023とした。 

 今後は、モデル内のデータを変更させ、那珂川中流域の流況の数値シュミレーション解

析の検討を行う。また、モデル構築、数値シュミレーション解析の結果は発表会当日に報

告する。 
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図 3. 測量データの取り込み 
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